
N－7セトア好ルー2一メチルアニリンの分解度試験成績報告書

1．試験期間　昭和51年7月22日～昭和52年2月23日

2．試料名　N一丁セトアセチルー2一メチルフニリン（試料姦K－240）

　　　分子式　　C11H110，N

　　　構造式

　　　　　　σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　NHC（｝CH護OCH3

　　　　　　　　　　　CH3

　　　　性状　融点　104～iD7℃
　　　　　　　　　純度　　998多以上

　　　　　　　　　溶解性　　1多水酸化ナトリウム水溶液に可溶

　　　　　　　　　　　　　　水に微量可溶

　　　　　　　　　　　　　　アルコール，トルエン等に冷暗数多可溶

　　　　　　　　　　　　　　熱時可溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5　試験方法及び条件

騰li三1鱒購一一焔
　51　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　52酸素消費量測定

　　　　　51の記録による．．．

　55一一生分解試験後の直接定量法．

　　　色）使用分析機器

　　　　　　全有機炭素分析計一

　（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　試　験液
　　　　　　　　　　　　ニ　ほ
　　　　　　　　　　　　　トろ過（姦2ろ搬用）

　　　　　　　　　　。　　　　　　　11
　　　　　　　　　　1TOC計試料1

　⑥　分析条件

　　　全有機炭素分析計（TOC計）

　　　　流速　T　C回路　20D皿1／金nin

　　　　温度　TC炉　　890℃

4．試験結果

　　　　　　　　　　　　1　　半
　i
　
l　　TOC計による結果　　55，7
　1
　　　　　　　　一

　　クーロメ一夕ーのチャートは完全な立ち上がり’を示し・平衝状

　態になったため2週間で打切つたが、分解度は酸素消費量から

　1Z6気TOCから55．7チと低かった。

　　このことから供試物質は中間代謝産物で止まっていると考えら

　れるため・以下の確認試験を行った。

．a）分析試聖塑理一・

　　　　　　　試．一験』液一

　　　　　　　　　　　・ろ遍（鯉ろ紙一）

　　　　　　　　　　　　　　寧麺4示舛・9伽
　　　　　　　　　漁∵　　　　♂抽出（振どう一1’O分間）■

　　　醸光藩試刷．・静置．

　　　　　　、　　　　以下次頁に続く

5．確認試験
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前頁より引続き

水　　層 クロロホルム層

　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　・100ml定容

b）　分析条件

　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　波　長200㎜1～570n皿
　　　スリット幅　　　　4皿1

　　　使用セル　 石英セル1㎜

　　液体クロマトグラ7

　　　カラム　5mmφ×11n
　　　固定相　ShodexA－801
　　　溶離潅　　ク・・ホルム
　　　流　　　速　　11nl／血n

　　　検　出　器　　UV’（波長260nm）

c）　結　　果

　　　　①ク一口メ一夕ーによる結果
　　　　汚泥系にむいて

α野CO嘩・…◎謡：・・…・・…

と考えると

　　　　　12．6
分解度＝　　　×100＝627多　　　　　20、1

　　　　4×52TOD＝　　　　　　×　…50　＝　20．1
　　　　　191

②　uvによる結果（図一3，4参照）

　　汚泥系にむいて、UVパグーンに顕著な変化がみられた。

　　又、これは。一トルイジンのパターンと一致した。な卦、水系

　での変化はみられなかった。

③　Tocによる結果（図一2参照）

　　TOCによる分解度：としては、55．7％となった。これを供

　試物質が汚泥によって。一トルイジンに変化したものと考えると

　　　　　　　　　　4　有機炭素の減少室一×10D＝56（％）がほぼ一致する。
　　　　　　　　　”
　　　（供試物質一N一アセトアセチルー2一メチルアニリン）

④　LCによる結果（図一5・表一2参照）

　　試験液をクロロホルムで抽出後〔｝pcに供したところ、供試物

　質とO一トルイジンが明確に分離され、なむかつ良好な定量性と

　再現性が得られた。

6．考　　察

　　供試物質（N一アセトアセチルー2一メチルアニリン）は汚泥により

　O一トルイジンに変化し、そのまま残留しているものと考えられる。

Z　備

　Z1

Z2

　　考

　クーロメーター2週間後の取出時のpHは次のと参りであ

った。

　　　　水系巨］　Z5、一　画　Z1、　汚泥系固Z1、　囚Z1

　　　　基礎呼吸團69

　なむ、過去に報告したO一トルイジン（K－184）は5週間

目で1点のみ分解したので、分解した方の培養液を20皿1分

取し・親綱培養灘添加したところ・る～4日後に頒，・

した。そこで供試物質（K－240）もO一トルイジン（K‘↑84）

に分解レた後毛時間を延長すれぱ分解ナる可能性があると惟一

察される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


